
大
学
院
の
現
在
と
将
来
・
夜
間
大
学
院

大
阪
教
育
大
学
大
学
院

「
健
康
科
学
専
攻
」
の
概
要

　
　
　
塩
見
　
　
昇

　
　
　
し
お
み
・
の
ぼ
る

大
阪
教
育
大
学
・
教
育
学
部

　
大
阪
教
育
大
学
で
は
一
九
九
三
年
四
月
か
ら
大
学
院
研
究
科
修
士

課
程
に
社
会
人
を
主
た
る
対
象
と
す
る
夜
問
大
学
院
（
健
康
科
学
専

攻
）
を
開
設
し
た
。
国
立
の
夜
問
大
学
院
は
筑
波
大
学
に
次
い
で
二

つ
目
の
設
置
で
あ
り
、
九
五
年
三
月
に
は
第
一
期
生
が
二
年
間
の
課

程
を
修
了
し
て
い
る
。
第
四
期
生
の
入
試
選
考
を
終
え
た
時
点
に
お

け
る
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
夜
間
大
学
院
の
設
置
に
至
る
前
段
と
し
て
、
教

　
設
置
の
経
緯

　
　
　
　
　
　
　
育
系
大
学
・
学
部
の
再
編
成
（
教
員
養
成
を
目
的

と
し
な
い
学
科
、
コ
ー
ス
等
へ
の
再
編
）
と
い
う
全
国
的
に
共
通
な

動
向
が
あ
り
、
加
え
て
本
学
の
場
合
に
は
大
阪
市
内
か
ら
府
下
柏
原

市
へ
の
移
転
統
合
と
い
う
年
来
の
課
題
が
重
な
っ
て
、
他
の
大
学
に

な
い
大
規
模
な
改
革
再
編
が
八
○
年
代
末
か
ら
進
め
ら
れ
た
。
具
体

的
に
は
、
学
生
定
員
の
約
四
割
（
四
百
五
名
）
を
割
い
て
の
教
養
学

科
の
設
置
で
あ
る
。

　
一
九
八
八
年
四
月
、
教
育
学
部
の
中
に
教
員
養
成
課
程
と
並
ぶ
形

で
設
置
さ
れ
た
教
養
学
科
は
、
従
来
の
教
室
か
ら
教
員
の
一
部
を
割

い
て
十
三
講
座
に
編
成
し
、
七
専
攻
十
五
コ
ー
ス
か
ら
な
る
。
設
置

当
初
よ
り
修
士
講
座
と
し
て
近
い
将
来
の
大
学
院
研
究
科
の
担
当
が

予
定
さ
れ
て
い
た
。

　
教
養
学
科
は
発
足
直
後
の
一
九
九
〇
年
に
新
学
部
構
想
検
討
委
員

会
を
設
け
、
大
学
院
研
究
科
の
準
備
に
着
手
し
た
。
教
養
学
科
の
研

究
教
育
組
織
の
特
色
を
生
か
し
た
新
し
い
大
学
院
を
目
指
し
、
一
年

余
の
検
討
の
末
、
翌
年
六
月
、
四
専
攻
か
ら
な
る
「
人
間
文
化
総
合
研

究
科
」
（
修
士
課
程
）
の
設
置
構
想
を
ま
と
め
、
概
算
要
求
に
盛
り
込
ん

だ
。
九
二
年
に
は
い
っ
て
さ
ら
に
構
想
を
煮
詰
め
、
九
三
年
度
概
算
に

向
け
て
の
文
部
省
折
衝
を
重
ね
る
中
で
、
「
特
色
の
あ
る
研
究
科
を
」
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と
の
文
部
省
側
の
強
い
示
唆
も
あ
っ
て
、
移
転
後
の
天
王
寺
キ
ャ
ン

パ
ス
を
使
っ
て
の
社
会
人
を
主
た
る
対
象
と
す
る
夜
問
大
学
院
と
い

う
構
想
が
浮
上
し
、
急
遽
、
五
専
攻
プ
ラ
ン
を
準
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
四
専
攻
の
計
画
を
五
専
攻
に
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
の
無
理
、
当
初
は

考
え
て
い
な
か
っ
た
「
夜
間
」
へ
の
と
ま
ど
い
、
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
分
れ
て
の
研
究
教
育
に
よ
っ
て
当
然
生
ず
る
勤
務
の
負
担
増
、

具
体
的
に
は
ど
の
講
座
が
そ
れ
を
担
う
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
論
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
「
人
間
生
活
」

専
攻
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
を
二
分
し
、
生
涯
教
育
計
画
論
講
座
、

健
康
科
学
講
座
を
主
担
講
座
と
し
、
発
達
人
間
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
生

活
環
境
講
座
が
協
力
す
る
新
専
攻
を
夜
間
に
設
置
す
る
方
向
が
固
ま

っ
た
。
計
画
を
め
ぐ
っ
て
の
文
部
省
と
の
す
り
合
わ
せ
の
中
で
は
専

攻
の
名
称
が
最
後
ま
で
残
っ
た
が
、
最
終
的
に
「
健
康
科
学
専
攻
」

と
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
生
定
員
十
名
の
夜
間
大
学
院
が
九
三
年
四

月
に
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
教
養
学
科
に
基
礎
を
置
く
本
学
の
大
学
院
は
、
同
時
期
に

「
総
合
基
礎
科
学
専
攻
」
が
誕
生
し
、
そ
の
後
年
度
を
追
っ
て
、

「
国
際
文
化
専
攻
」
、
「
芸
術
文
化
専
攻
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
新
研
究
科
の
構
想
検
討
に
当
っ
て
は
、

　
専
攻
の
趣
旨
と

　
　
　
　
　
　
　
　
①
社
会
の
高
度
化
や
情
報
化
・
国
際
化
に
と
も

　
研
究
教
育
分
野
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
　
幅
広
い
見
識
の
上
に
高
い
実
践
能
力

と
研
究
能
力
を
備
え
た
専
門
的
職
業
人
の
組
織
的
な
育
成
が
、

会
の
各
方
面
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

ω
民
間
企
業

　
や
官
公
庁

　
等
で
多
様

　
な
職
務
に

　
携
わ
る
社

　
会
人
の
能

　
力
開
発
や

　
再
教
育
を
、

　
大
学
院
で

　
行
な
う
こ

　
と
を
求
め

　
る
声
が
高

社

環境と個人の相互作用

人閥生活への展開

【環境を中心とした】

健　康　科　学

1函
㌔

　　　　舎
ン　　【生涯学習に望

帥　健　康　⑮

＼魔

科

司
学

す資
科

二
㌔
麟
賀
聾
軸

購
藤
、
鰯
鬼

犠
伝

＼韓翻／

図1研究教育分野の相互関連

　
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
考
慮
さ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
夜
間
大
学
院
に
関
し
て
は
そ
の
側
面

が
強
く
求
め
ら
れ
る
し
、
ま
た
特
徴
を
活
か
し
得
る
だ
ろ
う
と
考
え

た
。　
生
涯
教
育
計
画
論
と
健
康
科
学
講
座
が
主
担
講
座
と
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
両
講
座
の
関
係
分
野
を
軸
に
八
研
究
教
育
分
野
を
設
定
し

た
。
そ
の
相
互
関
係
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
専
攻
を
「
健
康
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研究教育分野 授業科目 研究教育分野 授業科目
人間生態学研究 人問生態学特論 生涯教育組織論 生涯教育組織論特論

人間生態学演習 生涯教育組織論演習A

健康教育学特論 生涯教育組織論演習B

環境健康学特論 学習社会論特論

環境健康学演習 生涯発達論演習A

人間生態学ゼミナール1 生涯発達論演習B

人間生態学ゼミナールII 生涯教育計画論特論

健康生理学研究 健康生理学特論 図書館情報システ 生涯学習と図書館

健康生理学演習 ム論 図書館情報システム特論

健康栄養学特論 図書館情報システム演習A

生体制御学特論 図書館情報システム演習B

生体制御学演習 発達人間学 発達人間学特論

健康生理学ゼミナール1 スポーツ研究 スポーツ基礎科学特論

健康生理学ゼミナールII スポーツ基礎科学特論演習

精神・社会健康学 地域健康福祉論特論
スポーツ運動学特論1

研究 地域健康福祉論演習
スポーツ運動学特論II

精神・社会健康学ゼミナール 生活科学研究 食生活科学特論1

精神健康学特論 食生活科学特論II

精神健康学演習 衣生活科学特論1

神経心理学特論 衣生活科学特論II

健康行動論 課 題　研　究
健康行動論演習

授業科目（1995年度）表1

科
学
」
の
名
称
で
包
括
す
る
の
は
決
し
て
分
か
り
や
す
い
も
の
で
は

な
く
、
参
加
講
座
の
間
で
も
違
和
感
が
強
い
。
さ
し
あ
た
っ
て
近
い

将
来
、
研
究
教
育
分
野
と
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
整
備
に
よ
り
「
健
康
生

活
」
　
「
人
間
生
活
」
の
ニ
コ
ー
ス
ヘ
の
改
編
が
少
な
く
と
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。
現
在
の
担
当
教
員
は
専
任
十
二
名
、
兼
担
三
名
、
非

常
勤
二
名
で
、
授
業
科
目
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
研
究
教
育
分
野
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
当
初
、
主

　
志
願
者

　
　
　
　
　
な
志
願
者
と
し
て
、
医
療
・
看
護
関
係
の
現
職
者
や
研

　
在
籍
者

　
　
　
　
　
究
者
、
社
会
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
生
涯
学
習
関
連
の

公
務
員
・
民
間
の
現
職
者
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
、
学
校
教
員
な

ど
を
想
定
し
た
。
　
「
社
会
人
を
主
と
す
る
」
と
い
う
設
置
の
趣
旨
か

ら
、
現
役
の
学
部
新
卒
者
に
つ
い
て
は
社
会
人
の
志
願
状
況
を
勘
案

し
て
「
受
け
入
れ
も
可
能
」
と
い
う
程
度
で
考
え
る
こ
と
に
し
た
。

　
初
年
度
以
来
の
志
願
者
、
入
学
者
等
の
状
況
は
表
2
に
示
す
通
り

で
、
定
員
十
名
に
対
し
て
非
常
に
多
く
の
志
願
者
が
あ
り
、
社
会
的

二
ー
ズ
の
大
き
さ
を
実
証
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

入
試
は
各
研
究
教
育
分
野
ご
と
に
詳
細
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
好

な
研
究
計
画
の
提
出
を
求
め
、
面
接
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轄

小
論
文
執
筆
を
課
し
、
外
国
語
は
実
施
　
　
　
類

し
て
い
な
い
（
分
野
ご
と
の
定
数
は
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
昨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
99

め
て
い
な
い
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

　
入
学
者
の
内
訳
を
み
る
と
、
四
～
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卸
㎜

割
を
看
護
・
医
療
技
術
関
係
の
大
学
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韻

短
大
教
員
が
占
め
て
い
る
の
が
大
き
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
分
野
で
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐

1993 1994 1995 1996年度

出願者

受験者

合格者

入学者

68

68

17

17

61

61

20

19

68

68

20

20

88

87

21

（20）
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高
等
教
育
整
備
が
重
点
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
二

ー
ズ
で
、
い
ま
し
ば
ら
く
続
く
傾
向
と
思
わ
れ
る
。
生
涯
学
習
の
関

係
で
は
、
図
書
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
教
育
委
員
会
等
で
働
く
現
職

者
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
・
生
涯
発
達
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
と
い
う

比
較
的
高
齢
層
の
一
般
社
会
人
な
ど
が
あ
り
、
小
中
高
校
の
教
員
も

若
干
含
ま
れ
る
。
新
卒
者
は
一
名
程
度
で
あ
る
。
入
学
者
の
平
均
年

齢
は
毎
年
三
十
五
～
四
十
二
歳
く
ら
い
（
こ
れ
ま
で
の
最
年
長
入
学

者
は
七
十
二
歳
）
で
、
志
願
者
の
層
は
年
々
多
様
化
の
傾
向
に
あ
る
。

今
後
、
研
究
教
育
分
野
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
社
会
人
学
習
の
場
と

し
て
の
一
層
の
広
が
り
が
見
込
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
目
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
夜
間

　
大
学
院
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院
の
教
育
は
な
お
模
索
の
段
階
に
あ
る
。

　
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
市
内
の
交
通
至
便
の
場
（
天
王
寺
）
に
あ

る
と
い
う
立
地
条
件
が
夜
間
の
学
習
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
は
確

か
だ
が
、
老
朽
化
に
よ
る
転
出
校
舎
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
施
設
の

悪
条
件
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
（
今
後
、
天
王
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
を

大
学
の
生
涯
学
習
事
業
と
し
て
再
開
発
す
る
将
来
構
想
は
あ
る
が
）
。

昼
夜
に
わ
た
っ
て
柏
原
・
天
王
寺
の
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
か
け
も
ち
は
教

員
に
と
っ
て
厳
し
い
こ
と
も
否
め
な
い
。

　
学
生
の
多
様
さ
に
も
と
ま
ど
い
は
大
き
い
。
修
士
の
学
位
取
得
を

明
確
な
目
的
と
し
て
い
る
看
護
・
医
療
技
術
関
係
の
教
員
が
相
当
数

を
占
め
る
一
方
、
現
職
研
修
や
生
涯
学
習
と
し
て
の
学
習
を
志
望
す

る
人
も
少
な
く
な
い
。
年
齢
幅
も
大
き
く
、
各
研
究
教
育
分
野
に
つ

い
て
相
当
の
専
門
家
も
い
れ
ば
ま
っ
た
く
の
初
心
者
も
い
る
。
修
士

論
文
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
事
前
に
詳
細
な
研
究
計
画
を
提
出
し
て

も
ら
い
、
課
題
研
究
で
個
別
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
の
授

業
と
な
る
と
焦
点
の
置
き
所
に
腐
心
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
、

自
分
の
関
係
分
野
の
研
究
を
深
め
た
い
と
い
う
学
生
に
は
不
満
が
残

る
の
で
は
、
と
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昼
間
フ
ル
タ
イ
ム
で

勤
務
し
て
い
る
人
が
二
年
間
で
修
士
論
文
を
ま
と
め
る
こ
と
の
厳
し

さ
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
こ
う
し
た
問
題
点
は
山
積
す
る
も
の
の
、
入
学
者
の
意
欲
と
熱
意

は
極
め
て
旺
盛
で
、
多
様
な
社
会
経
験
を
も
つ
人
た
ち
の
相
互
啓
発

と
交
流
の
メ
リ
ッ
ト
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
ゼ
ミ
の
中
で
一
番
若
い

の
が
指
導
者
で
あ
る
教
員
だ
と
い
っ
た
経
験
は
、
大
学
教
員
と
し
て

新
た
な
刺
激
と
緊
張
を
覚
え
る
体
験
で
も
あ
る
。

　
図
書
館
情
報
学
を
専
門
と
す
る
私
の
場
合
で
い
え
ば
、
図
書
館
情

報
シ
ス
テ
ム
を
研
究
教
育
分
野
に
選
ん
だ
学
生
は
、
九
六
年
度
予
定

者
を
含
め
て
現
職
図
書
館
員
三
名
、
研
究
者
二
名
、
大
学
職
員
一
名
、

小
学
校
教
員
一
名
で
、
こ
の
人
た
ち
は
当
然
図
書
館
に
つ
い
て
の
研

究
を
志
向
し
て
い
る
。
し
か
し
授
業
と
し
て
の
「
生
涯
学
習
と
図
書

館
」
　
「
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
演
習
」
に
は
図
書
館
に
つ
い
て
学
ぶ
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の
は
ま
っ
た
く
初
め
て
と
い
う
学
生
が
大
半
を
占
め
る
。
こ
の
人
た

ち
を
も
視
野
に
、
図
書
館
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
学
習
と
、
そ
れ
を

各
人
の
研
究
課
題
と
結
び
付
け
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う

の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
初
め
て
の
経
験
だ
け
に
、

予
期
以
上
の
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で

大
き
な
楽
し
み
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
看
護
関
係
の
研
究
者
が
病
院

図
書
館
や
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
を
認
識
し
て
く
れ
る
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
。
そ
う
し
た
試
行
錯
誤
は
教
員
そ
れ
ぞ
れ
が
日
々
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
た
実
態
の
下
で
、
夜
間
大
学
院
の
将
来
展

将
来
の
課
題
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
望
と
な
る
と
　
大
き
な
可
能
性
と
山
積
す
る
課
題

の
大
き
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
大
学
の
社
会
人
へ
の
開
放
と
い
う
点
で

は
、
学
位
取
得
を
一
義
的
な
目
的
と
す
る
よ
り
は
、
様
々
な
社
会
経

験
を
持
つ
人
た
ち
が
現
職
教
育
と
し
て
、
あ
る
い
は
生
涯
学
習
と
し

て
研
究
、
学
習
を
深
め
た
い
と
い
う
二
ー
ズ
に
応
じ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
通
常
の
大
学
教
育
と
も
接
点
の
あ
る
も
の
と
し
て

い
く
こ
と
は
大
学
教
育
の
活
性
化
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
。

　
そ
れ
に
は
大
学
が
直
面
す
る
研
究
教
育
体
制
の
リ
ス
ト
ラ
と
い
っ

た
姑
息
な
対
応
で
は
な
く
、
大
学
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
る
中
で

の
し
っ
か
り
し
た
構
想
と
条
件
設
備
の
下
で
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
だ
け
の
豊
か
な
展
開
の
可
能
性
を
含
ん
だ
分
野
で
あ
り
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

　
本
学
の
「
健
康
科
学
」
専
攻
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
発
達
人
間
学
、

職
業
科
学
、
健
康
看
護
学
、
大
学
教
育
開
放
、
な
ど
の
新
た
な
研
究

教
育
分
野
を
拡
充
整
備
し
、
学
内
外
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ
の
補
強
を
図

る
こ
と
で
、
学
生
定
員
の
増
加
、
ニ
コ
ー
ス
だ
て
へ
の
再
編
を
企
図

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
博
士
課
程
の
設
置
を
も
目
指
し
て
い
る
。

　
な
お
「
夜
間
」
の
就
学
に
つ
い
て
留
学
ビ
ザ
に
よ
る
外
国
人
留
学

生
の
受
け
入
れ
を
入
国
管
理
局
が
認
め
て
い
な
い
現
状
は
、
国
際
化

を
標
榜
す
る
な
か
で
極
め
て
不
合
理
で
あ
る
。
大
学
（
院
）
教
育
が

昼
間
の
も
の
と
い
う
前
提
に
立
つ
の
は
誤
っ
た
認
識
で
あ
り
、
国
の

レ
ベ
ル
で
関
係
機
関
が
協
議
し
、
早
期
に
改
め
る
必
要
の
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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